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年に１回の共済会拡大キャンペーンが、来月スタートします。

共済会は、皆さんの加入があって初めて成り立つ制度です。荏原

グループ社員の助け合いの制度「荏原グループ生活共済会」をご

理解頂き、多くの方の加入を心からお待ちしております。

拡大期間を一本化しました

昨年までは、早得キャンペーンと本拡大月間の期間を分け、それぞれ特

典も異なっていましたが、今年は拡大キャンペーンを一本化して統一しま

した。９月１４日前後にみなさんのお手元にピンク色の封筒に入った正式

申込書が届きます。必要事項を記入して、必ず拡大期間中に共済事務局か

各団体窓口に提出してください。

特典その１ クオカードプレゼント

拡大月間中に月掛金500円以上の新規加入・増額者へは1,000円のクオカー
ドをプレゼントします！！新規加入・増額者全員へ粗品もあります！！

特典その２ パーク・ファン・パーティーｉｎ東京ディズニーシー

今回も東京ディズニーシーでのパーク・ファン・パーティーを開催しま

す。詳しくは正式申込書に同封されているチラシをご覧ください。

定員300名に対し、応募多数の場合は抽選になりますので、あらかじめ
ご了承ください。また、来年以降の開催は、拡大月間の取り組み効果を検

証し、来る30周年を見据えた取り組みを検討していきます。

荏原グループ生活共済会では毎年、秋の

拡大月間ポスターに使用する写真を会

員のみなさまから募集していま

す。今年は55名の方から写真
の応募がありました。

7月24日に行われた団体代表者

会議にて厳正な審査がおこなわれ、

特選1点、入選3点、佳作3点が決定し

ました。バラエティーに富んだ写真が多

くあり、最後まで票が割れる難しい選考会

となりました。

入賞者へはそれぞれの団体経由で賞金・賞

品が送られ、選に漏れた方へも参加賞が送ら

れました。(裏面に当選者を掲載しています)

荏原グループ生活共済会は、全てのことを

社員が行っています。ポスターの写真を始め、運営から給付担当まで、社員が

行うことで実現できる掛金や給付額があります。組織内共済の魅力は、他の保

険会社にはできない部分が沢山ありますので、遺族年金共済「おひさま」と合

わせて、みなさんからのご支援を宜しくお願いします。

共済ニュースは管理職を含む全従業員に配布していますホームページアドレス：http://www.ebarakyosai.jp/

拡大月間 ９月１４日～１０月１６日

入選作決定！！２０１６年度 共済ポスター

特選 田辺 陽一さん



賞 お名前 団体

特選 田辺　陽一 荏原合同労働組合

入選 櫻田　幸一 荏原合同労働組合

入選 稲田　恵美子 荏原合同労働組合

入選 菅瀬　嘉男 荏原ハマダ送風機労組

佳作 内山　喜公 荏原合同労働組合

佳作 渡辺　雅樹 荏原合同労働組合

佳作 山田　隼人 荏原フィールドテック労組

すでにご紹介しております新しい共済制度「遺族年金共済」が2016年1

月よりスタートします。

共済会の申込書が入ったピンク色の封筒に「遺族年金共済」のパンフレッ

トと申込書を同封しますので、是非加入をお願いします。多くの方が加入

すればスケールメリットが出て、掛金が安くなります。共済会と同様、剰

余金が出れば還元する仕組みもありますので、見た目以上に掛金が安くな

ります。もしもの時の保障。より安く、安心できる共済制度をおススメし

ます。

皆さんにご協力頂いたアンケートは2,000枚弱集まりました。ご協力、

心より感謝致します。集計結果を見ると、約7割の方が加入を検討したい

との回答となり、確実にニーズがあることが分かりました。名称募集に関

しては、400件を超える応募があり、共済の役員会にて全てに目を通し、

「親しみやすい」「覚えやすい」等を総合的に判断して、

安心あったかサポート「おひさま」

としました。「おひさま」のように「暖かく」「優しく」見守るようにサポー

トするという、遺族年金共済のコンセプトにマッチしたネーミングとなりまし

た。

この名称は、二つの名前をセットにして付けました。総額10万円を優秀
賞の2名と最終選考まで残った5名の方で按分して後日お渡しします。

最優秀賞（3万円）

ＥＢＲ栃木営業所 宮田 明佳さん

ＥＢＲ本社 宮田 洋子さん

優秀賞（8千円）

ＥＢＲ九州支社 岩瀬 温子さん

ＥＢＲ北関東支店 岩田 浩尚さん

ＥＦＴ藤沢 小中 憲一さん

ＥＨＢ東京 高藤 夏予子さん

ＥＥＴＣ袖ヶ浦 川田 康博さん

改めてたくさんのご応募ありがとうございました！

遺族年金共済は、残された家族に対して、毎月固定額が給付される死亡

保障制度です。一時金で支払われる保障と合わせて「備え」ておくことが、

ご家族のためになります。加入の検討を宜しくお願いします。
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